
33 アートの会 5 月度 観賞会 報告 

日時；5月 21 日 水曜日  10:00 現地集合 

場所；京セラ美術館   

参加者；庄司、田中、清水、小林猛、桝本、岡田、天王寺谷、吉田、稲垣、光⾧、辻井、 

山崎、安居院（記） 計 13 名 

 
 

モネ睡蓮のとき 
 
晩年のモネの絵が見られる展覧会。阪急組 4名、ＪＲ組 9名、合計 14 名が参加した。 

混雑していた。 

休みがてらに、映像展示の場所がありそこでの映像を見ていると、白いひげのおじいさん

が、ひたすら絵筆を動かしている。それを見ると絵を描くことが楽しみであったことがよ

く伝わってくる。 

最愛の妻の死に顔までスケッチした人なのだ。 

でも、決して幸せいっぱいの人生ではなかったことが、この展示会でよくわかった。 

目の病気とも戦いながら描いていたのだ。 

 

 

１． 「モネ 睡蓮のとき」 鑑賞    10:00-11:30 

 
ロンドンの橋の絵。チャリングクロス橋から始まった。 

優しい感じの絵に心が休まる。 

この睡蓮もしっかりと描かれていた。喜びが伝わってくる。 

 



 
 

モネの絵は、植物画なので日本人にとってもなじみやすい。 

本当に、身の回りのすぐそばにある植物を描いているのだ。 

藤の花といえば日本人には最もなじみがある花であるが、先日パリのグランドモスクとい

うイスラム教の礼拝所があるが、そこの藤が綺麗だという動画を見たことがある。 

藤の花は、パリでも人気があるのだ。 

  
ジベルニーの藤はどんなものであろうか？ 

 
大装飾画への道 

 
だんだん大きな絵を描くようになる。 



そのためのアトリエをジベルニーに作る。 

そして、水面だけを描くようになる。水面の中に空も雲も木々もあるのだ。勿論アクセン

トとしての睡蓮も。 

 
交響する色彩 

 

 
このコーナーが面白かった。 

小型の画面での連作。 

ここでは水面ではなく、陸の風景を描いている。 

太鼓橋の連作も、どこが違うのか、同じように見える絵もあった。 

この創作意欲ってすごいことだと思った。 

ばらのアーチの小道から見た家の連作もあった。そこではばらの赤色が中心になっている

のだろうが、水面の連作とは違う色遣いに感心する。 

何が描きたかったのか、ほとんど抽象のような世界である。 

でも、絵具の塗り方に変化もあり、厚塗りでまるでゴッホのような筆遣いもあった。 

でもモネには抽象画ではなく、目に見えたままを描いたのだと思う。 

私にはこう見えたのだという表明である。 

花の美しさ、自然のすばらしさを現したものなのだ。 

 

春先は、いろんな花が咲いて素晴らしい光景であろうが、冬には花がなくなっていたはず、

そんな時には、モネは何を描いていたのだろうか。 



 

  
このしだれ柳は、涙を流すかような姿から、悲しみや服喪を象徴するモティーフであった

との説明を見て、樹皮も葉っぱも涙を流しているとしか思えないようになってしまった。 

モネにも、こんな激しい感情表現ができるのだと、感動した。 

また、この晩年の睡蓮もしだれ柳の影が醸し出す涙の表現に、今までとは違う悲しみの表

現を見ることができた。 

そして、いつも気になるのがキャンバスの生地が塗り残されている。多くは上と下の部分

であるが、このしだれ柳の絵では右側や左側に塗り残しがある。 

それを塗り残しというか、画家が意図した味わいとするかは見る方にゆだねられている。 

私は、日本画の余白の美を、そこに感じるのだ。 

だからこそ、日本人に人気があるのであろう。 

 
２．昼食 旬菜食健 ひな野 京都市動物園店(創作料理)のランチ 11:45-12:45 

https://www.hotpepper.jp/strJ003474192/lunch/ 

ランチビュッフェコース 食事にデザート、ソフトクリームまで堪能した。 2,288 円 

以上 


